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第24回利用者協議会センター長報告 
（2014年6月末～11月末） 

トピックス 

各施設の状況 

  加速器施設 

  物質・生命科学実験施設 

  ニュートリノ実験施設 

アウトリーチ活動の状況 



   トピックス（1/5） 
 ニュートリノ実験で仁科賞を受賞 

2014年度 仁科記念賞 (11月11日） 
受賞者: 小林 隆 氏 （KEK, J-PARC） 
      中家 剛 氏 （京都大学） 
受賞業績： 
 ミューニュートリノビームからの電子  
 ニュートリノ出現事象の発見 プレス発表する小林氏（去年7月） 

JAEA理事長表彰：関連を含め5件受賞 （10月6日） 

 研究開発功労賞： 
・ （特賞） J-PARCリニアックにおける400MeV加速の成功 
・世界最高強度パルス中性子源における水銀ターゲットの 
 圧力波低減とその場診断技術の開発 
・ 複数の量子ビーム非弾性散乱を用いた物質科学の研究 
 （合同受賞） 
 業務品質改善賞：負荷変動にあわせた電気需要契約

による電気料金の低減（合同受賞） 
 改革特別賞：加速器施設安全シンポジウムの開催 研究開発功労賞 特賞の 

受賞を受ける小関加速器DL 



   トピックス（2/5） 
ハドロン施設に関する有識者会議を開催（10/29） 
 開催目的：以下に関する妥当性の検証と評価 
• ハドロン事故の再発防止策実施状況 
• 安全管理体制の再構築 
• 再生への今後の取組 

有識者会議からの提言 
• 施設・設備の改修と安全管理の見直しができたと判断。可及的

速やかに再開され、世界的成果を得ることを期待する。 
• 地元住民への説明と地元の理解が必要。 
• 危機管理意識の永続的な維持を期待。 



トピックス(3/5) 

7月12日～16日（12日は市民講座、
16日はサテライトワークショップ）の
期間でJ-PARCシンポジウムが開催さ
れた。全ての参加者数は21ヶ国、約
600人となり、盛況な会議となった。
次回は2年後を予定。 

 J-PARCシンポジウム 

文科省による首記部会が7月～8月に開催。
核変換実験施設（TEF）建設に向けた研究開

発の現状等を報告。「実験施設の取組状況
は概ね順調、施設の建設に向けた検討に必
要な地盤調査や施設の安全設計のための検
討等に取り組むことは妥当」と評価された。 
 

 群分離・核変換技術作業部会 



トピックス（4/5）  
平成26年度J-PARC安全監査 （10月21日） 

  監査は、高野慶大教授(安
全工学）、石橋健二 九大教

授（放射線理工学）に依頼。
現場視察と聞き取り調査を
実施。講評では、しっかり
行われている。今後の継続
を期待するとのこと。 

東海ドミトリーの増築が完了 
11月1日より利用開始 

  東海ドミトリーの増築（51室）が完成。全体
で100室になった。11月1日より、増築部分
を合わせた利用が開始された。 
多くのユーザー等の利用に対応。 

増築部分 



トピックス（5/5）  
ハドロン実験施設改修の状況：  

 標的の気密化と監視強化→新標的に交換し実施済み 

 一次ビームライン室の気密強化→実施中。12月中に終了予定。 

 実験ホールの改修：終了 
  〇 排風ファンの撤去・封止 
  〇 排気設備の設置 
  〇 汚染検査室の整備 
  〇 放射線モニタの強化 
  〇 ユーザーへの警報装置の強化 気密化された新標的の容器 



   施設の状況：主なトピックス（1/2） 

加速器関係 

RCS大強度試験の状況 
・2バンチでの試験では約770kWを達成 
・1バンチでは500kW（1MWの相当）を達成 
・ロスは0.2%以下 

リニアック50mA試験 
運転を実施 

詳細は資料６で報告 



   施設の状況：主なトピックス（2/2） 

利用施設の運転状況 
物質・生命化学実験施設  （利用課題等は資料7で報告） 
  4月～6月：利用運転日数61日間。 稼働率88% 
  11月4日より利用運転再開。 ～300kW 
ニュートリノ実験施設 
  5月～6月：物理実験時間530時間。 稼働率64% 
  11月2日より利用運転再開。 ～230kW 

中性子では水銀ターゲット交換を実施 ミュオンでは回転ターゲットへの交換を実施 

MLF 



   H26年度後半の運転計画 
大強度ビーム試験 

MLFの前期日程は、
12月9日まで、後期
日程は、12月11日
より。 

1月の利用開始は、
17日から 



   アウトリーチ活動の状況（1/2）   
サイエンススクールに参加（7/24） 
東海村主催の中学1年生を対象としたサイエンススクールにJ-PARC
の研究者2名が講師として参加。約200人の生徒達に 宇宙と素粒
子、中性子と物質の構造について講義を行った。  

J-PARC主催のハローサイエンスを実施（8月） 
東海村内の小学生５，６年生を対象に、
科学工作教室を開催した。参加した子供
達は、スタッフのサポートを受けながら、
楽しく工作に取り組んでいた。  



   アウトリーチ活動の状況（2/2）   
大空マルシェに参加（10/12） 
標記イベントが、東海村観光協会の主催で開催された。J-PARCは、（公

社）茨城原子力協議会と合同で『科学実験コーナー』を設置した。子供
から大人まで多くの方に参加いただき、大盛況だった。   

村松大神宮、虚空蔵尊の参道 



加速器の現状	


	
  
加速器ディビジョン	
  

小関　忠	


2014.11.21	
  
利用者協議会資料	
  

総務セクション
長方形



Operation plan in Oct. – Dec. 2014	
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Linac study!
RCS rf modification!
MR maintenance	


MLF: 2014A	


Delivered beam power:!
300 kW for MLF , 240 kW for T2K	


Linac commissioning, !
RCS High power demonstration	
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Beam delivery to the T2K experiment	


Accumulated number of proton : ~7.5 x1020 POT.!



Linac peak current upgrade	


New ion source : !
rf-driven, Cs seeded	


New RFQ:!
design optimized for 50 mA peak current	


More beam study is necessary.	


Measured profile in the SDLT section	




Beam loss of the Linac 	


DTL/SDTL section	


ACS section	
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High Power Demonstration in RCS	
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W/ multi-harmonics (h=2,4,6) 
feed-forward for beam loading 
compensation	
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RF	
  trip	
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when the beam intensity got to over 800 kW,  the 
accelerating RFs suddenly tripped;!
The anode power supply of the RF system tripped due to 
the over current.	


In the present condition, the 
required anode current surpasses 
the interlock level when the beam 
intensity gets to over 800 kW.	
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ビームロスのほとんどは入射タイミングで生じている。	

・入射エネルギー領域のロス <0.2%	

・ロスパワー：< 160 W << 4 kW（コリメータ許容値）	

	

ロスの大半が入射中のフォイル散乱に起因する。	


空間電荷起源のロスは現状のペイント入射で十分抑
制できている。	
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ビームロスモニター信号 @ コリメータ	


ビームロスのビーム強度依存性	




RCS	
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4.17	
  x	
  1013　par2cles/bunch	
  
	
  （設計粒子数/バンチ）を有意なロスなく加速す
ることができた。	
  
RFのパワーさえ十分に投入できれば、問題なく
RCSから１MW以上のビームを出力することが
できる目処が立った。	
  

設計ビーム強度：１MW出力	
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4.33	
  x	
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  “1-­‐bunch	
  opera2on”)	
  
Ø  ２バンチ加速できれば、１MW以上の出力	


RCSは h=2。	

4.17 x 1013　ppbを加速し、２バンチで１MWを出力する。	


ビームロスなし	


１バンチビーム大強度加速試験	




Tuning	
  for	
  NU	
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  loss	
  ~650	
  W	
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  W)	


KEYS:!
Basics: COD corr., Optics meas. and corr., Injection matching,!
  Tune flatness at optimal tune, Collimator balance!
For Instability: Chromaticity patterned corr., Transverse FB!
Resonance corr: Skew Q!

Beam loss localized!
in collimator area!



Merits of new operation point	


Large tunability for integer/half-integer resonance!
–  Lower impact for QM ripple (tune fluctuation)!
We can expect less growth rate of vertical beam instability, also!

21.5	


21.0	

21.0	
 21.5	


21.0	


20.5	

22.0	
 22.5	


The comparison of these 3 points is main issue of the MR study in Run 57 and 58	


H.	
  Harada	


Present point!
(22.4, 20.75)	


New points A!
(~21.4, ~21.4)	


New point B!
(~22.4, ~22.4)	
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Working point comparison  
of (22.40, 20.75) and (21.4, 21.4)  

for MR 330kW eq. beam during injection	


13	


REMARK: To change Twiss at Ins areas requires to match injection/
extraction optics and orbit.!
à NU beam transport line can be tuned to accept MR beams from both 
working points.	


(22.40,	
  20.75)	
 (21.42,	
  21.45)	


Same	
  condiBons:	
  input	
  protons,	
  	
  
aperture	
  at	
  MR	
  col	
  65~70pi	
  (jaw	
  posi2ons	
  are	
  modified	
  for	
  diff.	
  Twiss),	
  	
  
RF	
  voltages	
  of	
  RCS	
  ext.	
  and	
  MR	
  inj.,	
  No	
  transverse	
  feedback,	
  	
  
Differences:	
  Chroma2city	
  corr.	
  roughly	
  op2mized	
  for	
  each.	


FOR High intensity 
beam!
new point (21,4, 
21.4) looks 
promising.!
To use this point 
for user operation,  
we need to 
optimize!
•  Bend/Quad 

control during 
acceleration!

•  Transverse 
feedback!

•  BT/MR 
collimator 
balance!



Operation plan in Jan.-Mar. 2015	
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User operation 	




 2008 ～ 2014B期までの全実験課題申請数の推移 

MLF 利用課題の状況について 
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Ｊ－ＰＡＲＣユーザー来所数（実績数）① 

平成２０年１２月の稼働開始以来、 
多くのユーザーがＪ－ＰＡＲＣへ訪問している 
 総数：144，172人日（H26.10末日現在）  

年次別来所者数 

3,947  

27,555  
29,030  

15,539  

32,242  

21,728  

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

人日 

東日本大震災 
（H23.3.11) 

ハドロン事故 
（H25.5.23) 

※H26年度実績は 
10月末現在で14,131人 



1日最大244人(H25.1.25) 
1日最大数外国人167人 

（H25.1.23実績） 
 

※H20.12、H26.10は単月、H21.1～H26.9の間は各四半期内の月平均数 
 

外国人・日本人別ユーザー来所数（人日） 

Ｊ－ＰＡＲＣユーザー来所数（月平均）② 

ユーザー所属別集計（人日） 

一日平均滞在者数 

102.9人 
（うち外国人 45.8人） 

638  

1,102  

1,487  

2,139  

2,910  
2,646  2,577  

2,117  

3,231  

1,749  

377  

1,007  
1,152  

2,641  

3,091  
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1919 
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H26.10末日現在 ※H20.12、H26.10は単月分、H21.1～H26.9の間は各四半期内の月平均数 

来所施設別集計（人日） 

Ｊ－ＰＡＲＣユーザー来所数（施設別）③ 



いばらき量子ビーム
研究センター 

ユーザーズオフィス 

みの内住宅 Ｊ－ＰＡＲＣ 

東海分室 

Ｊ-ＰＡＲＣユーザー用宿舎 
  Ⅰ期（H23.1.17～） 
  Ⅱ期 （ H26.11.1から運用開始） 

太田団地 
Ｃ棟 

Ｂ・Ｄ棟 
（H22.10～） 

Ｊ－ＰＡＲＣユーザー用宿泊施設の状況 

真砂国際寮 

 
 

太田団地BD棟

H22.10使用開始

シングル51室

東海分室 ←

←

113人

←

62人

 シングル49室49人

13人 洋S9室,和T2室

51人

ユーザー宿舎Ⅱ

（H26.11.1開始）

合　計 89人
合　計

6人 42人

 12戸(3DK)×2人×2棟

　-3戸(6人)

  6室整備済(18室未)

 (3室ﾕｰｻﾞｰ用、3室職員仮眠室）

真砂国際寮 29人 36人
 S30室,T3室

 8割程度まで使用可
合計

 15戸を賃借中

ユーザー宿舎Ⅰ

H23.1.17開始
みの内住宅 30人 ←

 １戸(3LDK)×2人

太田団地Ｃ棟 24人 ←  12戸(3DK)×2人



小松原 健
　　　素粒子原子核ディビジョン

　第24回利用者協議会　　2014年11月26日（水）

ハドロン実験施設の改修状況について

　　
6月以降の進展

1

総務セクション
テキストボックス
ハドロン実験施設の改修状況について

利用業務
長方形



第3回有識者会議（2013/07/20）資料2-2：作業部会長からの報告　より
2

標的の交換

標的容器の気密化

一次ビームライン室の気密強化

ハドロン実験ホールの改修

EQ電源の
誤作動対策

利用業務
長方形



pHpH

!"#"#$

3

標的容器の気密化　と　監視
設置前の金標的と冷却用銅ブロック

ファイバースコープによる
金標的の観察（2013年12月）

旧標的

利用業務
長方形



上流側の隔壁を2014年9月17日に、
金標的と容器を9月19日に取り出して
放射化物保管庫に収納しました。

旧標的が入った容器を撤去 保管容器内へ収納

容器を放射化物保管庫へ収納 4

旧標的

利用業務
長方形



新しい標的装置

　〔	
  事故時の装置からの改善点	
  〕
– 駆動装置により
標的（二山）が移動します。
　運転中に標的をモニターしていて
　冷却効率の悪化が見られた場合は、
　駆動装置による標的交換を早めに行って
　故障に至らないようにします。

– 冷却水配管の位置を再検討し
冷却効率を改善しました。

– 標的温度の読み出し速度を
1秒から0.1秒に高速化しました。

金（6分割）

陽子ビーム

冷却水

駆動装置による
標的の移動

銅
ステンレス鋼

熱電対
（各６ヶ所）

断面図
ビームの幅を広げます。 

　　　　 (σx,σy)  =  ( 0.6 mm , 0.6 mm )　→  ( 2.5 mm , 1.0 mm )   

標的の断面積も広げています。
　　　　 　6 mm x 6 mm  →  15 mm x 6 mm

150	
  mm

144
	
  mm

5

66	
  
mm

利用業務
長方形



新しい標的

6

利用業務
長方形



気密容器の構造

7

〔	
  事故時の装置からの改善点〕
– Heガスが循環する気密構造としました。

– 遠隔玉掛け用吊り具を採用しました。

利用業務
長方形



新しい標的が入った気密容器を
9月30日に設置しました。

8

新しい標的

-­‐	
  J-­‐PARC放射線安全評価委員会
-­‐-­‐	
  ハドロン標的交換特別部会

利用業務
長方形



　〔	
  Heガス循環装置の新設〕
– Heガス回収タンク（メイン）で
標的容器のガスを回収します。

– Heガスの放射能レベルを監視し、
標的の異常を検知します。

– Heガス中の不純物や放射性物質を
フィルタで除去します。

標的の監視：　Heガス循環装置

9
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一次ビームライン室の気密強化

10

利用業務
長方形



横から見た層構造

•  鉄板!"#$%%&'(

•  保護ゴムシート!)%%&'(

•  糸入ビニール（透明）(
•  気密シート!
•  糸入りビニール（透明）(
•  保護ゴムシート!)%%&'

•  保護ゴムシート!*+%%&'(

•  Ｈ鋼!,)++%%高さ'(

•  保護ゴムシート!*+%%&'

•  鉄板!"#$%%&'(

•  保護ゴムシート!)%%&'(

•  糸入ビニール（透明）(
•  気密シート!
•  糸入りビニール（透明）(
•  保護ゴムシート!)%%&'

天井遮へい体

表面塗装（エポキシ）

気密シート

中流部（作業済み）
11

利用業務
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2014/3/31

12

利用業務
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2014/4/07 2014/4/10

2014/4/17 2014/4/25鉄板
保護ゴムシート
糸入りビニル
気密シート
糸入りビニル
保護ゴムシート

鉄板
保護ゴムシート
糸入りビニル
気密シート
糸入りビニル
保護ゴムシート

13
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天井遮へい体-下流部（作業済み）

北側の開口部（作業中）

南側の開口部（作業中）

天井遮へい体-上流部（作業中）

14
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15

ハドロン実験ホールの改修
排気筒 ホールに排気設備を設置（3月19日許可）

→ ホールの空気を常に監視し、排気する場合は
　　フィルタを通す運用をしています。

排気ダクト

フィルタユニットと
排風機	
  (	
  10,000	
  m3/h	
  ）

利用業務
長方形



16

一次ビームライン中、実験ホール内の
空気中放射能レベルを
  空気モニタ   で常時監視します。

放射線を監視するモニタの強化

利用業務
長方形



ハドロン実験ホール

ハドロン第2機械棟

一次ビームライン

空間線量モニタ
（γ線・中性子線）

17

ハドロン実験施設内に設けている
空間線量モニタの位置

利用業務
長方形



中央制御棟にて
放射線モニタ情報を
集約します。
（全体監視）

運転シフト員の滞在場所

各実験エリア入口とホール出入り口付近にディスプレイを設置し
ユーザーに放射線関係の情報を提供します。

放射線モニタ情報の監視、
警報発生時の対応を行います。

ユーザーが滞在する
測定室のディスプレイにおいて
放射線関係情報の閲覧を

可能にします。

フラッシュランプと
スピーカを新設しました。

18

放射線モニタ関係のユーザへの提供
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施設・機器の改修（“ハード面”）

年
2014 1月  -- 　　==	
  改修作業が本格化	
  ==

1/10 　排風ファンを撤去・封止
3月末 　ホールの排気設備、テントヤードを設置

　　==	
  改修作業を継続	
  ==
9/19 　旧標的を撤去
9/30 　気密容器に入った新しい標的を設置
11月 放射線モニタ関係の設備の強化を終了
12月 気密強化の作業を終了

2013
年度

2014
年度

20
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ü旧標的を撤去し、
気密容器に入れた新しい標的を設置しました。

üホールの空気を常に監視し、排気する場合はフィルタを通す設備を
設置して運用しています。

Ø一次ビームライン境界の気密を強化する作業を
行っています（12月完了）。

Øホール内の放射線モニタ関係の情報をユーザへ提供します。

ハドロン実験施設および標的の
対応状況 - まとめ

21

答申書に沿った施設・設備の改修と安全管理体制の見直しが
行われたものと判断する。

利用業務
長方形



KL→π0νν at 
KOTO

Koji SHIOMI for the KOTO collaboration
(Osaka University)

CKM 2014, Vienna, Austria
2014/09/11

1

̅

14年9月11日木曜日
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High-resolution search for the !+ pentaquark via a pion-induced reaction at J-PARC

M. Moritsu,1,* S. Adachi,1 M. Agnello,2,3 S. Ajimura,4 K. Aoki,5 H. C. Bhang,6 B. Bassalleck,7 E. Botta,3,8 S. Bufalino,3
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The pentaquark !+ has been searched for via the π−p → K−X reaction with beam momenta of 1.92 and
2.01 GeV/c at J-PARC. A missing mass resolution of 2 MeV (FWHM) was achieved but no sharp peak structure
was observed. The upper limits on the production cross section averaged over the scattering angle from 2◦ to
15◦ in the laboratory frame were found to be less than 0.28 µb/sr at the 90% confidence level for both the 1.92-
and 2.01-GeV/c data. The systematic uncertainty of the upper limits was controlled within 10%. Constraints
on the !+ decay width were also evaluated with a theoretical calculation using an effective Lagrangian. The
present result implies that the width should be less than 0.36 and 1.9 MeV for the spin-parity of 1/2+ and 1/2−,
respectively.

DOI: 10.1103/PhysRevC.90.035205 PACS number(s): 12.39.Mk, 13.75.Gx, 14.20.Pt, 25.80.Hp

I. INTRODUCTION

Study of exotic hadrons, which cannot be interpreted as
ordinary three-quark baryons or quark-antiquark mesons, has
a long history starting in the 1970s. The exotic pentaquark
!+(1540) has received enthusiastic attention, and numerous
papers have been published since the first evidence was

*moritsu@rcnp.osaka-u.ac.jp; Present address: Research Center for
Nuclear Physics (RCNP), Osaka University, Ibaraki 567-0047, Japan.
†Present address: Japan Atomic Energy Agency (JAEA), Tokai,
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‡Present address: High Energy Accelerator Research Organization

(KEK), Tsukuba 305-0801, Japan.
§Present address: Department of Physics, Kyoto University, Kyoto

606-8502, Japan.
‖Present address: Research Center for Nuclear Physics (RCNP),

Osaka University, Ibaraki 567-0047, Japan.

reported by the LEPS Collaboration in 2003 [1]. The !+

baryon has a strangeness quantum number S = +1 with its
minimal quark configuration of uudds̄. A possible existence
of !+ was first advocated by Diakonov, Petrov, and Polyakov
using a chiral soliton model [2]. They predicted an exotic
positive-strangeness baryon, having spin-parity 1/2+ and
isospin 0, with a light mass of about 1530 MeV/c2 and a
width of less than 15 MeV.

Soon after the first experimental evidence, several experi-
mental groups published supporting evidence for !+, followed
by a number of experiments with no evidence; see Refs. [3,4]
for reviews. The experimental situation became controversial.
The mass of !+ claimed in each experiment ranged from 1520
to 1550 MeV/c2. Besides, the spin and parity have not been
determined yet experimentally.

In the γ d → K+K−pn reaction, LEPS confirmed their
original evidence [5]. A peak was observed in the Fermi-
motion-corrected nK+ invariant mass distribution with the

0556-2813/2014/90(3)/035205(11) 035205-1 ©2014 American Physical Society
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Inclusive spectrum of the d(π+, K+) reaction
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We have measured an inclusive missing-mass spectrum of the d(π+, K+) reaction at a pion
incident momentum of 1.69 GeV/c at laboratory scattering angles between 2◦ and 16◦ with a
missing-mass resolution of 2.7± 0.1MeV/c2 (FWHM) at the missing mass of 2.27 GeV/c2. In
this letter, we first try to understand the spectrum as a simple quasi-free picture based on several
known elementary cross sections, considering the neutron/proton Fermi motion in the deuteron.
While gross spectrum structures are well understood in this picture, we have observed two dis-
tinct deviations; one peculiar enhancement at 2.13 GeV/c2 is due to the "N cusp, and the other
notable feature is a shift of a broad bump structure, mainly originating from hyperon resonance
productions of #(1405) and "(1385)+/0, by about 22.4 ± 0.4 (stat.) +2.7

−1.7 (syst.) MeV/c2 toward
the low-mass side, which is calculated in the kinematics of a proton at rest as the target.
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1. Introduction Studies of hyperon productions off nuclei have provided us useful information
on Y N interactions. For example, the (π+, K+) reaction at 1.05 GeV/c has been used to determine
the # potential depth in nuclear matter by observing single-particle energy levels of # bound states in
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